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はじめに 

この度は当社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本製品をご使用いただく前に、本取扱説

明書をお読みいただき、内容を十分にご理解の上、ご使用ください。 

 

なお本取扱説明書および本製品関してご不明点がありましたら、下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Website: http://www.toyo.co.jp/ 

Tel: 03-3279-0771 

Fax: 03-3246-0645 

 

  



 

ii 

 

安全に正しくお使いいただくために 

⚫ 本取扱説明書では、この製品を安全に正しくお使いいただくため、「注意」について表示を行っています。

内容を理解されたうえで本文をお読みください。 

⚫ 本製品を正しくご利用になられない場合の損害につきましては、当社は一切責任を負わないものとします。 

⚫ 本取扱説明書をお読みになってから操作を始めてください。 

⚫ お読みになった後は、いつでもご活用いただけるよう大切に保管してください。 

 

注意－製品の保証および故障について 

⚫ 本製品は、特に明記されていない場合は保証期間を 1 年とします。製品への過大な電圧／電流の入力、およ

び外的損傷による故障の場合は、1 年未満でも保証対象外となります。 

⚫ 製品に不具合が確認される場合は弊社へご連絡ください。使用現場で修理を行うと、保証期間内でも保証が

無効となる場合があります。 
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1.  導入 

適切なセンサの選択には、センサの構造、動的特性、および使用環境の 3 つの要因を考慮する必要があります。 

 

センサの構造 

センサの素子、材料、および構成要素を含みます。工業用加速度センサは、水晶またはセラミック結晶のいずれ

かを有するせん断感知素子を使用しています。 

 

水晶は、一般的に温度変化に起因する長期安定性や出力信号のシフトを最小限に抑えたい場合に使用されます。

セラミック結晶は、ノイズの多い環境でも細かい分解能と耐久性を持ち、低周波および高周波測定ができるよう

に設計されています。せん断設計センサは、ケースまたはベースの歪みおよび熱過渡現象のような、測定に悪環

境を及ぼす環境下での測定に適しています。内部ケースの絶縁とシールドは、グラウンドループや電磁波および

無線周波数干渉に起因した外乱ノイズを防ぎます。他の重要な選択基準には、非磁性ステンレス鋼ハウジング、

気密シール、および産業用コネクタが含まれます。図 1 を参照してください。 

 

 
 

動的特性 

センサに期待する動的特性は、測定周波数範囲と予想する振動振幅があります。監視対象物の機械設備を検討し

た後、最小測定周波数範囲および最大測定周波数範囲を決定します。最小測定周波数は、通常走行速度の任意の

低調波、または振動データを収集する必要がある任意の低周波数に関連付けられます。最大測定周波数は、走行

速度、周波数、または歯車のかみ合いのような事象の高調波の最大数によって決定されます。この測定周波数範

囲は、センサの仕様範囲内である必要があります。 

また振動振幅とは、予想される振動レベルから決定します。これらの値は、機械設備に設定されるアラーム（警

報）レベルに関連しています。予知保全エンジニアは機械の特性を評価することにより、予想される最小振動レ

ベルを推定し、電気ノイズフロアレベルが最小振動レベルよりも小さいセンサを選定します。 

 

コネクタ 

 

内蔵アンプ回路 

 

止め輪 

 

圧電素子 

 

台座 

 
図 1.一般的な工業用センサ 

 

重り 
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使用環境 

ユーザはさらされる環境条件に耐えるセンサを選定しなければならず、従って高温および化学的汚染物質などの

潜在的な環境条件を検討する必要があります。センサの仕様温度範囲は、環境温度の変動に合わせる必要があり

ます。刺激が強い工業化学薬品が存在する場合、センサは耐腐食性の密封された構造を必要とします。 

センサは適切な環境内で設置する必要があり、過度な配線や過酷環境下ではケーブルとセンサが故障する恐れが

あります。 

2.  ICP加速度センサ 

全ての ICP®センサは、適切に動作するための定電流電源を必要とします。一般的なセンシングシステムには、

ICP®センサ、通常の 2 芯ケーブル、および 18~30VDC な定電流電源(図 2 に示します)が含まれます。 

 

 
 

シグナルコンディショナは、18～30VDC(バッテリまたはライン電源)、可変定電流ダイオード(または同等の定電

流回路)、および信号をデカップリング(バイアス電圧を除去)するためのコンデンサで構成されています。 

 

ICP®シグナルコンディショナでは、図 3 に示すような定電流ダイオードを使用する必要があります。特殊なモデ

ルを除いて、標準の ICP®センサは、正常な動作のためには最低 2mA が必要です。 

 

 

図 2.一般的なセンサの構成 

2 ピンコネクタ 

アンプ回路 

 圧電素子 

 

物理的な構成 定電流が 

流れる向き 

電気的な表現 

   図 3.定電流ダイオード 

18~30VDC 

定電流ダ
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カップリングコンデンサ 

フィルター抵抗 

データ収集デバイス 

 

内部ファラデーシールド 
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このタイプのダイオードは一般的に、最大定格 4mA ですが、複数のダイオードを並列に配置することで高い電

流レベルにすることができます。全てのライン電源式シグナルコンディショナでは、ダイオードの代わりに定電

流回路を搭載しており、特に長いケーブルを使用する場合は、定電流を大容量（最大 20mA）に設定する必要が

あります。（5.ケーブルを参照) 

 

データ信号のデカップリングは、シグナルコンディショナの出力段で行われます。10～30μF のキャパシタは、

センサバイアス電圧(DC 成分)を除去し AC 成分のみを得られます。 

 

3.  オプション機能 

標準機能に加えて、さまざまなオプションも用意されています。型番の前に、次の接頭文字が付いている場合、

オプションの機能が付属していることを示します。 

 

CS-Canadian Standards Association 認定センサ 

D-ダミー、ディスプレイ用非動作センサ 

EX-Cenelec 認定センサ 

FM-Factory Mutual Approval Sensor(工場相互承認センサ) 

HT-高温加速度センサ(162℃) 

LB-低バイアスエレクトロニクス 

LC-制限された校正 

LP-ローパスフィルター 

M-メートル法の取付ハードウエアとケーブルの長さ 

U-使用可能なデモセンサ(複数のマイナー仕様のうちの 1 つ以上を満たしていません) 

VO-速度出力 

MS-Mine Safety Approved Sensors 鉱山保安認定センサ 

TO-温度出力 

 

※ 全てのセンサにオプション付けることができるわけではありません。詳細については、お問い合わせくださ

い。 

 

4.  センサの取付方法 

取付方法を選択する際には、各マウントの長所・短所を十分に考慮してください。位置、頑丈さ、振幅範囲、ア

クセス性、温度、可搬性などの特性は特に重要です。しかし、最も重要で見落とされがちな考慮事項は、加速度

センサの高周波領域に及ぼす影響です。 

 

図 4 に示すのは、6 つの取付方法と一般的に加速度センサの性能に及ぼす周波数特性です。(全ての取付方法が全
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てのセンサに適用できるわけではありません) 周波数特性は、取付けにより質量が負荷されたり、取付剛性が低

下することで、加速度センサの高周波応答がどのように損なわれるかを示しています。 

 

※ また低周波領域は、基本的には取付による影響を受けませんが、入力インピーダンスが 1MΩ未満のデバイ

スに AC カップリングのシグナルコンディショナを結合させると、低周波領域が影響を受けることがありま

す。 

 

 
 

4.1.  マウントスタッド（Stud Mount）による取付 

マウントスタッドによる取付は滑らかで平らな接着面を必要とし、半永久的な取付に推奨されます。また、高周

波でテストする場合は、マウントスタッドによる取付を推奨します。 

 

※ 曲面、粗い面、平らでない面に取付ないでください。位置ずれや接着面が限られることにより、センサの上

限周波数範囲が著しく低くなる可能性があります。 

 

 

 

 

ハンド 

プローブ 

曲面用マグ

ネット 

フラット 

マグネット 

マウンティ

ングパッド 

接着 

 

スタッド 

マウント 

周波数(Hz) 

(d
B

)~
R

e
f.1

0
0
H

z
 

感
度
偏
差 

 
      図 4. 各種の取付構成とその周波数への影響 
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 1/4-28 取付ネジ 1/4-28 取付ボルト 

A(mm) 6.35 6.35 

B(mm) 8.89 8.89 

トルク(Nm) 2.71-6.78 2.71-6.78 

 

 

 

STEP1 

まず、平滑な取付面を用意し、その中央に図 5 のように孔あけ加工及びタップ加工を行います。 

 

表面粗さ 0.0016mm 以下の取付け面を推奨します。(機械設備に適した表面がない場合は、代替手段として接着

マウントパッドの使用を推奨します) 接着面にバリや異物が付着していないことを確認します。 

 

STEP2 

取付る前に、取付面を拭き取り、グリース、オイルなどを取付面に広げます。図 6 を参照してください。 

 

 
 

グリース、オイルなどの接着剤を加えることにより、取付面の小さな隙間を埋め、剛性を高め、振動伝達性を向

上させることができます。半永久的に取付る場合は、エポキシ樹脂または他のタイプの接着剤を使用してくださ

い。 

            図 6.取付面の潤滑 

センサ直径の 1.1 倍 

      図 5.取付面の準備 
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STEP3 

センサ/マウントスタッドを機械に手で締め付け、トルクレンチでセンサをマウント面に固定します。トルクにつ

いては、仕様のデータシートを参照してください。 

 

※ トルクレンチを使用してください。 

使用範囲以下のトルクでは、センサが適切に取付できない可能性があります。 

使用範囲以上のトルクでは、スタッドの故障およびセンサの損傷につながる可能性があります。 

 

4.2.  接着（Adhesive Mount）による取付 

接着による取付は、一時的な取付や、マウントスタッド取付のための機械の表面加工ができない場合に適用され

ます。ホットグルーやワックスなどの接着剤は、このマウントに適しています。二液混合のエポキシ樹脂やクイ

ックボンディングゲルを使用すると、より永久的なマウントが可能になります。 

 

※ 接着剤で取付けたセンサは、高周波領域において減衰することがあります。一般に、滑らかな表面と高強度

接着剤が最良の周波数応答を提供します。 

 

4.2.1.  方法 1- 接着マウントベースによる取付 

接着マウントベースを機械表面に取付、ベースにセンサをネジ固定します。これにより、加速度センサを容易に

取り外すことができます。 

 

STEP1 

平滑で平らな取付面を準備します。表面粗さ 0.0016mm 以下が適しています。 

 

STEP2 

マウントスタッドによる取付の STEPS2, 3 の手順に従って、適切な接着マウントベースにセンサを固定します。 

 

STEP3 

接着マウントベースの下部に少量の接着剤を塗布します。センサをしっかりと押しあて、ベースの下に余分な接

着剤が残らないようにします。図 7 を参照してください。 
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4.2.2.  方法 2-直接接着する場合 

スペースの制限や便宜のために、ほとんどのセンサ(スタッド一体型モデルを除きます)は、機械表面に直接接着

剤で取付ることができます。 

 

STEP1 

平滑で平らな取付面を準備します。表面粗さ 0.0016mm 以下が適しています。 

 

STEP2 

センサの取付部に少量の接着剤を塗布します。センサをしっかりと押しあて、余分な接着剤を取り除きます。接

着剤の量が多すぎると、センサの取り外しが困難になることがあるので注意してください。図 8 を参照してくだ

さい。 

 

 
 

4.3.  マグネットによる取付（Dual/Rail, Flat Magnet） 

マグネットによる取付はポータブル測定を行うのに便利な取付方法で、機械監視等に一般的に適用されます。 

 

※ 信頼性の高い測定を行うためには、特に高周波では、正しいマグネットの選択と適切な取付面が重要です。

取付方法が悪いと、センサ周波数範囲が 50%低下する場合があります。 

 

   図 7.取付ベースの接着剤による取付 

しっかり押し込む 

マウントベース 
接着剤  

センサースタッドは、マ

ウントベースの上部に

確実に取付ます 

 

   図 8.接着剤による取付 

接着剤 
一般的な 

センサ 

 

しっかり押し込む 
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全ての磁石が全ての用途に適しているわけではありません。例えば希土類磁石は高強度なので、一般的に使用さ

れます。平らな磁石は滑らかで平らな表面で有効ですが、曲面の場合は曲面用磁石が必要です。取付面が非磁性

または粗面の場合は、試験面に鋼製のマウントパッドを溶接や、エポキシ等の方法で接着することを推奨します。

これにより、付け外し可能な取付面を用意できます。 

 

STEP1 

適切なマグネットタイプを選定後、取付け面が平らで滑らかであることを確認します。図 9を参照してください。 

 

 
 

STEP2 

マウントスタッドによる取付の STEPS2, 3 の手順に従って、適切なマグネットにセンサを固定します。 

 

STEP3 

平滑で平らな取付面を準備します。表面粗さ 0.0016mm 以下が適しています。表面を清掃してバリが無いことを

確認した後、シリコングリスや機械油、同様のグリースを表面に薄く塗布して下さい。 

 

STEP4 

マグネット/センサセンブリを準備した試験箇所の表面に、ゆっくりと「ロッキング」または「スライド」させて

取付ます。図 10 を参照してください。 

 

曲面用マグネット 
フラットマグネット 

センサのスタッドは、 

磁石の上面に取付ます。 

これらの表面は平らで滑ら

でなければなりません。 

マウンティングパッドと

マグネット 

   図 9.マグネットの種類 
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※ 不注意に加速度センサをマグネットに取付ると、故障につながる非常に高い g レベルが発生する可能性があ

ります。故障を防ぐため、十分に注意して取り付けてください。 

 

4.4.  ハンドプローブ（Hand Probe） 

この取付方法は、ほとんどのアプリケーションに対して推奨されません。対象物へのアクセスに安全上の問題が

ある場合といった限定された場合にのみ適用されます。低周波領域(<5Hz)と高周波領域(>1kHz)の両方において

測定誤差が生じる可能性があります。 

 

5.  ケーブル 

コネクタとケーブルの選定は、センサ設置の確実性と信頼性に直接影響します。ケーブルについて考慮すべきこ

とはケーブルの導線の結線方法についてです。 

 

ICP®加速度センサは、アンプ内蔵の 2 線式の加速度センサです。センサへの接続には 2 本のリード線が必要で

す。1 本は電源と信号用、もう 1 本はコモンと GND 用です。多くの場合、2 本の導体しか必要としないため同軸

ケーブルが使用されます。同軸ケーブルは安価ですが、グラウンドループ、電磁波干渉、無線周波数干渉(EMI ま

たは RFI)を介して、外乱ノイズがセンサへ混入される可能性があります。グラウンドループを回避するため、計

測システム全体として GND が 1 つになるようにしてください。 

 

恒久的な設置には、ケース絶縁のセンサと、2 芯シールドケーブルを使用してクリーンな振動信号経路を確保す

ることを推奨します。2 芯シールドケーブルを使用すると、信号と GND(コモン)をセンサから計測機器までの間

がシールドされます。グラウンドループ信号の発生を防止するため、シールドは一端でのみ終端させます。一般

的に 2 芯シールドケーブルのシールドは、センサ末端で開放されているか、または接続されずに浮いたままの状

態のため、計測器側で接地してください。 

 

 

   図 10.マグネットによる取付 
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長いケーブルを使用する場合は、ICP®加速度センサの周波数応答に影響を及ぼす可能性があり、低周波ノイズと

高調波歪みが発生する場合があります。 

 

ノイズレベルがケーブル長の関数で求められるチャージモードシステムとは異なり、ICP®センサは過酷な環境下

で長いケーブルを駆動するのに適した高電圧、低インピーダンスの出力を提供します。しかし ICP®センサで長い

ケーブルを使用した場合、供給電流とセンサの出力インピーダンスに応じて、高周波の信号を歪ませたり、フィ

ルタリングすることがあります。 

 

一般的にこの信号歪みは、1,000Hz までの低周波数領域では問題になりません。しかし 150m より長いケーブル

を使用した場合、高周波の波形が歪む可能性があります。 

 

あるケーブル長で伝送可能な最大周波数は、式 1 のようにケーブル容量とシグナルコンディショナの定電流、セ

ンサの最大出力電圧から算出されます。 

 

]1[

2

109

max

−

=

CL

CV
f


 式 1 

 

fmax=最大周波数(Hz) 

C=ケーブル容量(pF) 

V=センサの最大出力電圧(V) 

LC=シグナルコンディショナの定電流(mA) 

 

式 1 では、内部回路の電力消費の補正のため定電流から 1mA 差し引いています。またこれは理論値のため、使

用環境によって実際と異なる場合があります。 

 

長いケーブルを使用する場合、式 1 はケーブルの長さ、最大出力電圧、最大周波数が増加するにつれて、より大

きな定電流が必要となることを示しています。 

 

最終ページのグラフは、ケーブル容量別の最大周波数を示しています。最大出力電圧、ケーブル容量、および定

電流は既知である必要があります。 

 

例えば 100pF/m の容量を持つ 30m のケーブルで動作する場合、ケーブル容量は 3000pF となります。センサの

最大出力電圧が 5V、定電流が 2mA であると仮定すると、グラフから伝送可能な最大周波数は 10.2kHz となりま

す。 

 

一般的に、余裕を持って測定周波数の 1.5~2 倍が最大周波数となるように、シグナルコンディショナの定電流を

調整してください。 
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※ 電流値が大きくなるほど、バッテリ駆動のシグナルコンディショナの場合はバッテリの消費が早くなります。

また、センサ内部回路で電力消費されない電流は熱を生じさせます。これにより、センサが仕様の最大温度

範囲を超えてしまう恐れがあります。そのため、高温環境下で使用している場合や短いケーブルを使用して

いる場合は、過度な電流に設定しないでください。 

 

5.1.  ケーブル接続手順 

計測システム全体の信頼性と精度を確保するために、ケーブル接続には注意が必要です。 

 

STEP1 

正しいケーブルであることを確認します。 

 

センサと同様で、全てのアプリケーションを満足するケーブルはありません。例えば高インピーダンスの電荷出

力センサの場合、特別なローノイズケーブルを使用する必要があります。ICP®センサは、通常 2 芯ケーブルを使

用します。産業用アプリケーションでは、EMI および RFI の影響を低減するため、2 線ツイスト/シールドケーブ

ルが要求されます。腐食する可能性がある環境下では、PTFE テフロンジャケット付きケーブルが必要になる場合

があります。 

 

SETP2 

ケーブルを加速度センサに接続します。取付前にコネクタに少量のネジロック剤を塗布すると、試験中のネジゆ

るみを防止します。過酷な環境下では、接続部をシリコンゴム、O リング、および熱収縮チューブでシールする

ことがあります。 

 

STEP3 

ケーブルのコネクタをセンサのコネクタに差し込みます。次にセンサを固定したまま、付属のネジ付きケーブル

スリーブを締め付けてコネクタを所定の位置に固定します。 

 

STEP4 

ケーブルを配線します。センサおよびケーブルにテンションが極力加わらないように配線し、ケーブルが動かな

いように一定間隔で固定してケーブルの動作を最小限に抑えます。 

 

物理的な損傷を避け、電気的なノイズを最小限に抑えるために、次の工夫が必要になる場合があります。 

・ケーブルを高圧線の近くに配線しないでください。 

・ケーブルを床や歩道に沿って配線しないでください。 

・ケーブルが踏まれたり、汚れたりしないようにしてください。 

・シールドは一端のみが接地されていなければなりません。通常は、計測機器側の一端が接地されていなければ

なりません。 
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STEP5 

ケーブル端をシグナルコンディショナまたは計測機器に結線します。結線の前にケーブルに蓄積された電荷を放

電させるため、接続前に信号を GND にショートさせてください。 

 

6.  センサ電源 

 
 

全ての ICP®センサは、正常な動作のために定電流源が必要です。このため、適した定電流源を使用してください。

一般的なシステム概略図を図 11 に示します。 

 

電源は 18～30VDC の安定化電圧源で構成されています。一般的にバッテリ駆動タイプは、可搬性が良く、低ノ

イズで汎用性が高いです。一方ライン駆動装置は、連続監視に向いています。電流制限回路は、内蔵エレクトロ

ニクスを備えたセンサの適切な動作に必要な定電流励起を提供します。 

※ 電流調整ダイオードまたは同等の電気回路がない電源を使用しないでください。 

 

デバイス出力段のカップリングコンデンサは、測定信号からセンサ出力バイアス電圧を除去します。これにより

AC カップリング出力が得られます。 

 

多くの FFT アナライザ、データロガーは、ICP®センサを直接接続して使用するための定電流源を有しています。

ただしこの機能を使用する前に、供給電圧と定電流がセンサの仕様を満たしているか確認してください。 

  

   図 11.一般的なシステム回路図 

センサ 

出力 

メータ 

C.C.ダイオード スイッチ 

カップリング 

コンデンサ 

18~30VDC 

読み出し 

グランド 
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7.  電源投入 

システムセットアップが完了したら、シグナルコンディショナのスイッチを入れ、センサの電源を入れます。故

障状態が確認される場合は、まず全てのシステム接続をチェックし、次にケーブルとシグナルコンディショナの

機能をチェックします。 

 

それでもシステムが適切に作動しない場合は、弊社にお問い合わせください。 

 

※ センサの仕様書に記載されている範囲内で、加速度センサを使用してください。仕様範囲外でセンサを使用

すると、一時的または恒久的に故障する可能性があります。 

 

8.  加速度センサ校正 

測定前後で加速度センサの性能を検証することは、測定結果の信頼性を高めます。 

 

 
 

加速度センサは精密測定器で、発生している振動に比例した電気信号を出力するように設計されています。各セ

ンサは、既知の加速度レベルとの比較によって校正されます。一部の校正には、周波数応答曲線、共振周波数測

定、横軸感度、および他の多くのテストが含まれます。高い精度を必要とするアプリケーション、または認証や

トレーサビリティを必要とするプラントでのアプリケーションには、信頼性の高い校正結果が必要とされます。 

 

アプリケーションによっては、校正に対する要求事項が厳しくない場合があります。単一周波数による感度測定

結果のみ記載された校正証明書でも、多くのプラントにおける校正の要求を満たします。校正に対する要求を減

   図 12.一般的な校正証明書 
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らすことにより、センサの製造コストが削減され、予防保全コスト低減につながります。 

 

厳格な認定とトレーサビリティ要件を持つプラントでは、定期的な再校正が必要になります。特にセンサが非常

に高い衝撃レベルまたは極端な温度に長期間さらされる場合は、センサを定期的に再校正することを強く推奨し

ます。一部のプラントでは、加速度センサの性能を定期的に検証するための社内校正システムを所有しています。

センサチェックを迅速に行うために、一定の周波数で 1g の加速度レベルを設定できる製品を用意しています。 

 

センサごとに校正サイクルを設定することを推奨します。使用頻度、環境条件、要求される精度、過去の校正記

録の傾向、契約上の規制、他装置とのクロスチェックの頻度、および読み取り誤差に関するリスクなど、様々な

要因に基づいて校正サイクルを設定します。ISO10012-1 では、測定機器の校正サイクルを設定するための手法

が定められています。一般的に加速度センサの校正サイクルは、12~24 ヶ月が推奨されています。 

 

8.1.  Back to Back校正理論 

 
 

Back to Back 校正は、一般的な圧電加速度センサの感度を決定する方法です。下図に示されるように、参照基準

(Reference Standard)と呼ばれる、校正された加速度センサと比較します。 

 

 
 

認定された基準機関にトレーサブルな高精度機器を使用します。参照基準加速度センサに被校正加速度センサを

取付け、加振器に据え付けます。これにより、上図に示すように両方のセンサを加振し、データを比較すること

ができます。 

信号 

出力 

検知素子 

テストセンサ取付部分 

加振器取付部分 

加振器 

  

ファンクション

ジェネレータ 

リファレンス 

センサ 

テスト 

センサ 

シグナルコンディショナ 

センサ 

信号出力 

センサ 
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双方のセンサには同じ加速度が加わるため、出力の比(VT/VR)は感度の比となります。参照基準(SR)の感度が既知

であれば、テストセンサ(ST)の正確な感度は比例計算で算出されます。 

 









=

R

T
RT

V

V
SS  

 

加振の周波数を変化させることによって、センサはその周波数範囲全体にわたって校正されます。 

フィルターが入っていない加速度センサの典型的な周波数特性を上図のグラフに示します。 

 

9.  故障解析 

 
 

圧電センサは動的な計測機器です。機械的事象を電気信号に変換または変換するために圧電素子を使用していま

す。単位は力、圧力、または加速度です。圧電素子からの電気信号は高インピーダンス電荷信号です。この電荷

信号は、通常チャージアンプによって低インピーダンス電圧信号に変換されます。電荷出力型センサとアンプ間

のケーブルは、高品質、低ノイズのケーブルで、できるだけ短くする必要があります。上図は電荷出力型センサ

を使用したシステムを示しています。 

 

アンプ内蔵型センサ ICP®は、高インピーダンス電荷信号を低インピーダンス電圧信号に変換するために小型ア

ンプを使用します。このアンプはセンサの内部にあるため、低ノイズケーブルや外部アンプを必要としません。

電荷出力型センサ 

ローノイズケーブル 

センサ 

チャージアンプ 

センサ 

計測器 

振幅 

位相 
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このアンプは、ゲインが固定されており、アンプによりセンサの出力感度が決まります。 

 

 
 

ICP®センサは 2 線式センサで、DC 電源で駆動します。電源は、通常 2～20mA の定電流および 18～30V の DC 電

圧です。一般的なバッテリ駆動電源は、バッテリ寿命を延ばすために 2mA の定電流を提供します。上図は ICP®

センサを用いた一般的な計測システムを示しています。 

 

 
 

電子回路を内蔵したセンサの信号出力は、力、圧力、または加速度などの動的測定に比例した AC 電圧信号です。

この AC 信号は DC バイアス電圧に重畳され、上図に示すように、供給電圧と 0V の間で変動します。 

 

この DC バイアス電圧を確認することで、センサアンプのセルフチェックが可能です。DC バイアス電圧が 0V 付

近の場合、センサ内部あるいはケーブル部分が短絡していることを示します。一方で供給電圧付近の場合、セン

サ内部あるいはケーブル部分が開放状態となっていることを示します。 

 

ICP 型センサ 

通常の同軸ケーブル 

計測器 

（ICP 電流出力型） 

交流信号 

直流 24X 給電 

直流 0V グランド 

直流 12V バイアス電圧 
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以上 

センサからの最大

電圧と供給可能な

定電流値の比 

周波数（Hz） 

ケーブル容量別ノモグラフ 


